
「3 S」 の 真 意  
出′．川h二′二広瀬小学校 教頭 有 馬 正 夫   

川平ばか畑前，6年′卜の父ノ得＝二，P′nし糾問」  

に哉せる卒業記′念のり：（情をイノく頼Lました。そ  

のノノはl項帥で，r3S」という匙汐）ii」車を1乍せ  

⊥、ノれました′ それは，二jこのよ〉うなト人「存でした。   

F3Sとは  

Sincerity （責成美・誠意）  

Study   （′芋習・ 研′先）  

Service  いト什l  

のこうiテ吾の頭丈ノj′二のSを▲と一ノている。   

医帥とLて，どグ）ノ上月▲にも誠ノ法をノミ1く して  

接するように心がけていること。ニケこに，医師  

という■、IJくl‖川哉である以卜，不断廿）t、rぅ」・ニー7を続け  

なければ，しl王の誠意は速成できないこと∵ ま  

た，Lウ、油IiとLてノ甘木l」ケ氾求するのではなく，  

でさるたけ多くグ）人々や引二会のた少）にイ壬什す  

ることが，こグ）世に牛を〉うけた′卜きがいであ  

り，トー十ひて－あること〔）これは，ひとりl矢帥と  

Lてグ）卍、た1ナでなく，す／＼てグ）和則二1二きる八  

に4し通するものと思う』。   

払は，これをふ■こんで深い感銘をノ辻えましたしつ  

それ以米，3Sは，ノ払の心に深く Lみこんで  

セ、の叶＿きる教訓にな／ノています。高潔な医帥  

〝）イ∴条ですグ）で，私などその！t凱二近／）、くこ  

とはできませんが，教耳蔵にある賞’として，こ  

の∴某を′．昔々思、い浮かべては「′1省L，圃ノまさ  

れている舌ですぐ、   

最近の教需二呪場でグ）．諸問題について考▲えて  

みると，教帥として誠心占成ぷこを尽く してご物車  

に接すれは、い租関係や人開聞係か裸まり，  

数否効果し上がることはもちろん，≠故や陣  

二i；にもJ由り」な処し力▲がとられると思います。   

また，各校共通グ）課題や，各校独l′】の課題  

についても，それを解決し，一歩でも数台を  

‥けj任させるためには、教†仰の過ヤ」な研修とそ  

れに基づく揃†向きな実践が必要です＝ 週三この  

経験のみに安住していたのでは，教育ヤ門職  

としてi埋れてしまいます。   

深い認［満と的確な実態把握，問題把握が必  

紫な／ト［†，問題や問匙汗‖／ノニグ）関係を広い視野  

に上二って，理解し解決していくための研修の  

機会を求めることが人り」て、それによって教  

「叶lグ）ル：ri二が高まることになります。また，職  

場で（ハf‖けの学び合いも大きな力を1二みこIlし  

てくれるものと思、います。   

各校で望ましいJ′・ども條を設定し，それを  

ノ．昔々「どし連に教ホLて，「1々のヰニ活をH発  

的・主体的に取り組ませていく ように努めて  

いますが，この丁・どもの姿を教帥に帯き抱え  

てみると，そこにはすばらしい教帥傾が見え  

てくるようですt。   

教師の道を粘り強くやり抜く先生方の姿に  

√・ども達は心からの敬慕を表すものです。し  

たが／フて，私達は心身の健康を保ち，′削二教  

育グバ勘二精進Lていく姿勢を持ち続けなけれ  

ばならないと思います「）   



心 を 耕 す  

作家・俳人 楠 本 憲 吉   

昭和56年度の教養講座（12J12日実施）には，講師とLて1、1j本意吉光生をお迎えし，  

「心を耕す」というテーマで，2時間にわたって講横をいただきまLた「）その一部を要約  

して紹介いたします。   

② 眼錆せかけていない人   

③ 中の運転ができる人  

（も 背の高い人  

（9 27歳前後で，J川又千取り35／ノ‾円杵度凍  

る人  

というし叫ケ宇カミ、ありました 

これは追うと思、います。ワユは外見じゃあり  

ません，男の「‡」味は「意ノ⊥二」です，「意⊥の強  

い人1Jです二、   

遠牒汗射作は∴「巨芋ヰイ引時（13歳J「おれは  

作家になる一 とは／ノきり∴‾いました。その声  

は，／「でも私の叶に残っております。   

その後、戦争かありまLた。結柁にかかり  

肋を丁術Lました。しかし，彼はどんなこと  

があ／ノてしこの二・コ1艮ままげなかったのです。〕  

たかノっ，今の遠路同作があるのです。   

ふなさんが子供さんを教育する咋，“意ノ⊥二の  

強いイー’’に育てていただきたい。一度こうと  

決めたら，それをまげないイー供に育ててや一一ノ  

てください。   

5つのW   

人生には複雑なことがたくさんありますが，  

複雑なことを複雑に考えますと出［］がわかノブ  

なくなってしまいます。  複雑なことは単純に  

割り切っていただき，  

単純なことは裡鮒二  

考えていただきたい。  

これが学問であり，  

教育の丞ミリ万です。   

例えば，「リンゴ  

は木から落ちる」こ  

れは単純なことです  

が，これを「なぜ」  

と疑問を持ち，綾瀬  

に考えた人がいます。  楠本憲∴覚普  

ニュートンです。 これから万有リl力の法則を  

発見したのです。   

つまようじの頭の部分に刻んである2本の  

溝はなぜつけてあるのだろうか，「感謝感激  

雨あられ」という言葉のルーツはどこにある  

のだろうかなど，物事を「なぜ」「どうして」  

「いつ」「どこで」 「だれか」と5つのWにつ  

いての考‘え方を持っていただき、複雑なもの  

は単純に，単純なものは複雑に考えますと人  

生が楽Lくなります。   

女の中味   

ある推ふい二，「‾一番美Lく ，→番おしゃれな  

女性は［］本の女作て藩る」 という言」ヰ‡があり  

ましたが，私け，＝本の女川に，  

（手 花を愛し，卜「に花が′Lけられる虹件   

② どんなお茶でも卜手にいれられる女什  

（卦 和服を上手に着こなす女性   

④ 正しく，美しい日本語が仲える虹作  

このような女■件になってほしいと思、つており  

ます．   

男の中味   

あるテレビ番組て、，20歳から25歳までの女  

性100人に「どういう男性がよいでしょうか」  

という結婚の意識調査を行った中に，   

① 長男でない人，できれば次男かニニ男  
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読書せよ   

私が今みなさんの亜でお∬ができるのは，  

申サ斗プ）頃に本だけは7二く㌣ん読んたからだ  

と止トノております′   

では，人…」は1年iFりにイ可へ【ンヰをJl■こめば  

よいでJ上うか。  

1ノノへ－ゾ読む守いいヒノじl、い圭すし、1ノノ‘ペ  

ージを365‖で′刷ると、1【l釣3〔lへ－ゾです′  

7り‡l11畔川読めばいいわけです、   

以前，ある病院に人ちこしている17歳グ）少k  

かノノ毎週1通こノ「）打此が届いていました〔彼女  

が訓歳工ち・′ たlけ，「先′卜，▲度来てちょうだ  

い」とし、一うー祇が来たので，彼虹に会いに行  

きまL7二   

彼女は，すてにJ†か兄えなくち・ノノておりま  

した   

rイソ、は，左′仁グ）1リ架かノ（なJ’・きて’，イ‖丁べ／しも  

．読ふ圭した 粁先でノ∴Ⅰニノj・ニノりてリリ三を′．1ノ〔、プ★まLた」  

tし、一ノ〝）です  

・Ⅰ・∴・二のイリリJま上一トノ∴rlに乙・一ノてし、るので‾仁   

彼女の希▲1ノ∠て、ニ丁明二も会し、に了J‘▲きまLたr そ  

川l、■J二は，丁かLひ、れてし圭／ノて，指では．illこめ  

なくち・一ノていまIJ7∴ ノそれでも彼女はイ】川ミを  

．iノレしでい7二のて寸．1‘でなめなめ．読んでいた  

グ）て十L 二一う圭で Lても1ゞを．；′′1こみたか一一ノたの  

です   

私のてリリ三をIlて、．，ノレLでいる彼女－〝）姿を兄て，  

杜は涙かこはれてLかたかあり圭せんてし7二   

そLて，化kはし∴ざ上くしてち、くなり圭した   

hイ本i」；い⊥な我々は，も一ノともっと本を読ま  

なければなりません′できれば， 計画を立て  

て読人でほLいのですし、   

仰」えば，1J」か左6J」圭では美学を地強L  

よう，7ノ］か⊥’J12J」までは心．理半を魁強Lよ  

うというように。そして，本を一度にばあ′ノ  

と冒∴てしま十のです 

仲l吊とい／ノ L上に読告会を粧すことかでき  

れば一一蘇いいですj」し 

後ろ姿で子育てを   

十りlこは、お出さんか一′＝掛命木々．読んてい  

ると，  ほ、く も本を読もう」と∴ノ′）て木を読  

むものです。   

おけさん  

が読んでい  

ノブ／ノLやる，  

．1ト、ていノブ  

ノ1しゃる，  

編んでいノブ  

ーノIJてノる，  

什一ノていノノ  教養講座風；jし  

ノノL†〉る， こ／し乙、お付さんの子妾ノノ姿を兄てイ  

供は肯つのです   

その他，に一一ノニり笑／1て叱れ」「教えるこ  

とは教わること⊥  プ：づiの内？声を，ユーモ77二／1  

）いりに．テ】†されまLた 

本年度の研究事業を推進して  

牛牛皮は，研ノ光l針力＝れぢl山†・「1九力を子ソニて，教斗l・・領域伎ひ署力力≠・に廿日‾るLし†村1リな「；某題  

に是」してテー「マ仁一．昔にし，研究キ抑牒LてきまLじ，そ州叶′光ンハ「引写ケ㍑介Lま■卜   

◆ 国語科教育  

丈・、：りミ現力をffてる7二れ．即J」丈を．】‡二く′丁二  

什il是川－’．にJ二11輝＝り半トー、J人r－7二取扱ノノヒ指ノミ＃グ）  

〟沃につし、てリミ践ナ三才ごを通Lてキ容∵ 作せ描  

けのための教材用′兄，「！丁ニナ車7）fリlき」グリニ  

ノこ，州別指・甘n在日ノノを特に重刷Lている 
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◆ 社会科教育  

小学校社会手ご卜における地域室川の教材化グ）  

イ仁りん■について，その昔韮ノとび教材化の祝ノ立  

を明らかにし，弟3「、iJ：年ニーの≠通牛商．1仙▲」  

の実践例を過して，1■旨；、学ノブ▲i」ニの改洋について  

そ察した。  

◆ 算数科教育  

数Ft：二にl廿ナる圧明神」ち、、知．哉，ヰー摘む隼甘づけ  

として車聖二・数槻念の理研を深ダ）る指うさ‡♂〕石  

り小二／ノいて、粁、導グ）系統伎ひ昔1一半隼をト  

象にし7ニナヱ、ジごり三山】〔を通Lて仰′光を行／ノた  

◆ 理科教育  

1   

広．けIIJ、∫′ン」、・1l－′丁二代の理巨川＝、】1H■をり写こに，  

理科教木骨工l粧する7㌧ケート調ノ「／‡イハ、，  

リニー汁私㌧リミにノ．1三／八、で卜′柑」・教職細IJ材二放別グう  

fll甘卜教子f汎二「封する研修≠題を付すLた   

◆ 技術・家庭科教育   

年骨吊旨j、導．汁両作成に性して，小・小一羊校折  

肥前′＝心乃牒‖真名‘キト日付二王施した去高1緑川在  

をもとに，履1′l須肋一丈選J尺＝、1‡の「子1」組阜ニヒその／l二  

リノノ‘等について棟討を加えたっ  

◆ 外国語（英語）村数育  

従来ノ亘一．子／川■心・l守」′‖】心ク）■－上声甘い★か上  

りうL」こlけるノノ；主として，甚詰豆）Ⅰ廿在りフ∴∵を支  

えている一覧」′ミを■守ノ上「・丁てに求如，リフ㌔㌧H得を  

めざ寸■与ノ吊后再♂）たダ）グ）テ∴ク／＼グニ）′む性を試  

Lみている 

◆ 障害児教育   

1帥りのl′】lル在県う斗」姑∴ ′卜丁目」1にしじ〕れ  

、●    －、   － －  －  

′ヂ妄追付キュ兄射11Jにと⊥＼え」そジ）帆ざ十ノ）糸．iチリ⊥に  

J．1ニ／八、て， 証蜘付か■‡ク）ん▲ナ」こ．論作ノ了1がかりキ  

頼出し7二  

◆ 教育工学  

‥ ・．  ・∴、・  

一体化してと⊥－ノえる必要かヌ））る そこて，．；・l  

仙宣・畑中伸二了」∴）二とに土 ／ニノ’i二十け州しケl  

げるたダ）グノ手7三’て宣▲，ア十ライサ⊥1十lけ川’lI  

か∴州＝■ヒキ進タ17二  

◆ 幼稚園教育  

上井リノ与イfてる7ニダ〕に配旭十ノヾきL」刷り」′・  

測し、J：1‘三上1州†」1Jkノ1）lニノこ，J′一ヒ、もゾ）川／＝1三川ち・  

ヒ、ノノ点カイ∴リノリ」シ）∴1仙il也付与▲机′ホ丁るニヒに  

よ㍉て，大現力l■伸言十卜仁1二一）いて仰′た  

を進め7二  

◆ 社会教育   

．t∴1」1ユ†1∪眉エリ∵lJ、げ∵い巨辛位・1隼▲′巨ハ侶  

．．牛省キ村虻Illけ‡放こう52㌢．ノ に，圧1工ノ）ユニ1工  

fi∫l■沌炬シ＝川Iけ‖こノ、）状i眉二／八、てアンケート．刑  

在l一子J■■い，ソニ態」出川ミと車〕～三の／二リノハエ／八、∵  

棋王し7二   

2   

広．1」■j巾、■′二小・十佗の町外机粟工性Hる美恵前  

作をh二い，その制作結架か∴本市二おけるリIj’′  

外観祭に1し←てノ十■打出ノ；」、フナ／ルナ，そ河畔りこへ  

叫ノ上′朱と，仙1心′ノ身近な＝然ヰ′卜かした教材  

化グ）／l三りん▲について恒三／～し7二  

◆ 音楽科教育  

小′7イとl守架す＝∴お＝1いl∴’∴小指ヰと沖鼎う■j■、■J  

7二せた・か工歌I1．Lけ）ノミJ‥見抜能を「・1iめるニヒによ  

り、よりJ三しいノこ上北をし′上う とする心仙′；イ1j  

める歌昭持膏1，三ノ）才附‡によるノレ情折l」■J至  

り与寸描しテ仙ごニヒ」、ノえる川ノたを▲進ダ）7二  

◆ 美術科教育   

lい′†斗とク）「ト∴」′ナナ＝ニムい一 ト1′佃り正  

．瀧をもち，寮想が深化し，付＝リキ⊥㍉－】二させる  

には，とり）ように一、jノ：1」・川押－】を仙止すれこざよい  

かについて調在・ノノミム’川りとを進ダ）た  
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本年度の研修講座への参加状況並びに図書・資料の利用状況  

◆ 研修講座への参加状況   

本年度は，研修講座を「基本研帽」と「〔1く  

門研修」にL大分し，合わせて86講座を計画実  

施しました。   

道′削二当たっては，lr】主的・意欲的な研帽  

をめぎし，研修効果を高めるため，講義，実  

践発表，研究協議，甘軋 実習，実験，突抜  

等多様な〃法を取り入れて実施しました。   

以下，今年度実施した講座への参加状況を  

ふりかえってみます。   

012月末現在で，延べ9，030名の参加が  

ありました（、   

○ 例年のように，払李休業中に実施した  

実験・失投講座や研修講座には，特に，多数  

の参加がありました。二れは，時期自て〕に参加  

しやすいこと，日々の教育活動へ直接つなが  

る散村研究や諷桝研究か講畦l勺谷として多か  

ったことなどが魅力にな／ノていると思われま  

す。   

○ 年「圭り5L‖】継続して行／〕た研究講座は、  

佃々が研究テーマを設定し，意欲的・主体的  

な研究がイけ）れ，年々充実してきています。   

○ その他，教育和談講座に高校の先生万  

の参加が多かったこと，教育機器技法講座に  

は小r、／：校の先生が多数参加されたことなどが  

あげられます、、   

次に，．満座に参加されての感想の2，3を  

紺介します。   

・理論から実践まで，帖広く勉強かでき，  

とてレ参考にな／〕た。   

・1去年，教員をしていて，ともすれば忘れ  

がちな基本を，今一度ヤた‡†Eができ，新鮮な1t  

持ちでr乏講することかできた。   

・！し休的な実根の研修をさせていただき，  

機器の扱い万が習得できてありがたく思った。   

・講義も結講だが，「私は，二のようにして  

問題を持つイ・を立ちし亘らせた虻 というような  

一5  

実践を通した研佗内容をむっと入れてほしい。   

このような声を参考にして，【一層充実した  

研修を噺い，来年度の構想を練っています。   

◆ 図書・資料の利用状況  

教育実践や教育研究の推進に役二立つ図書や  

資料の収集に努め，硯イ†三，約8，000冊の図書  

を所蔵することができました。   

また，図書以外に，市内の学校・公民館を  

はじめ，県内・県外の教育関係機関で刊行さ  

れた「ft休的清動・作業化を重視した学習指  

導の研究」「生活習慣のしつけ」「家庭におけ  

る件数市についての親の意識に関する研究」  

などの研究資料の提供を受け，現在い約1，300  

郎収集し利用に供しています。   

本年度の利用の状況をみますと，   

○ 図書の利用については，年度を迫って  

増加しており，畔年度と比較すると，貸出L  

冊数，貸出し常数とも約1．5倍になっていま｝れ   

利用者‘をみると，研帽講座に参加され七万  

々が，借り出される場合か人部分を占めてい  

ますが，中には，校内研佗での利用や個人で  

年間通して利用された方もあります。   

時期的には，夏子・冬李の休業前の冒出し  

が目立ちます。   

○ 利用される図書は，学級経常，学習指  

導法に関するもの，教科数育に関するもの等  

H々の教育実践に〔錮吉Lた図書が人部分です。   

○ その他，「……… に参考‘になる図書や  

資料はないか」「……… についての資料を紹  

介してほしい」など，電話による問い合わせ  

も増えています。   

利用の便宜を図るため，教育図書資料目録  

第2集（資料編），第3集（図苦細）を引き  

続いて刊行する予定です。   

なお，′」、・中半枚用の教科書並びに教育雑  

誌（30柿）も備えています。ご利用ください。   



教育センターニュース   ◆ 研究発表大会に参加  

Llt・四日凱イ細l二′先巾地上．－Jトj雄三ハ教自研究溌  

夫人奈か，⊥る1肘＝＝1，911のl山jLJ，愛蟻  

り．し教自センターで【描かれ重した。   

広山川教自センターーか左，頂・ノじ昭，∴七  

川平l帖肝甘主車が参加し，研′先発ノこをイ」－・い三  

した二   

掠．寸片や二†∵11‾・は ＝「州i■1ミリユのJ‥111斬ミセ指ヰに  

】1し」する研究」．三ニセ指や巨jJこは rlr■′十校の㍉  

乳教材における尖駈l片」発川よ■川リーと♂〕てノこ1干  

fl冊牢を求めて 」を発㌔こし，いずれも教有  

リミ践に子′之、■′二つ仰‘克とし て汗」＝㍉しまIJた  

◆ 教員研修留学生が来所  

上る1ノ‖2‖，仁」l」りヾイー＼l申年1什＝より付  

半している，タイ，帖二Lり、ノキンコ（：．軋昭は  

高校数胤 人字数十三，丈∴二l；†「初丁教自指や課  

指導′トニ1■など〕グ）敦ii研修′卜の9れか来所され  

ましたL、   

お／J二いの何における研伯潮＝生や研1’l卯」？手に  

つし、て意見文換を行いまし／∴  

◆ 録音テープの利用について  

畔年12′「］においでいただいた柚木憲∴先生  

の講満をテープに録「tぅこしておりますっ   

持出しをいたしますので，ごf．千川くだきい  

◆ 完成間近い第二期（増築）エ事   

岬周北5年11．廿に弟「した弟∴鼎l二l」け士，順  

調に進√み，3」」1‘J先をめざして，最後の什寸  

げが，急ヒγチで行われていますぐ 

有休十■J】こはほほ¶」hいり，王町作は祝雌′辻機  

㌫保‖系等のi設イ肝1二車や，イ肘，．1の搬人等か進め  

られています。   

各仰の新鋭機告せ備えた施［設を幣えて，来  

年度からの研伯・研ノ刑二清用していただくよ  

う準備をすすめております。  

完成間近い別館  

◆ ロビーをかぎる陶壁画  

増築部分の2・3階ロビーに，縦7．3m，  

柑り．8mの陶悍画が出来つつあります。  

「教宥の曙」と題されたもので，ギリシ ャ  

神話の咋の女神と，fl・‡」をテサインしたもので，  

きびしい研伯・研究の中で，憩いの－・ときに，  

ご覧いただけると思います。  一編集後記  

▲ ま′二たくrjりに一年が週ぎようとして  

います。今回は“教育センターの事業の  

一年をふりかえってM を叶心に編集しま  

した。▲ 今年度計画しト軒修講座は終  

j’しました。真剣なまなぎしで受講され  

ていた諸先生方の顔が浮かんでまいりま  

す。▲ 来年度は，新しく完成した別館  

で，研修を実施することができます。ご  

期待ください。   
ロビーの陶壁画  
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